
空 港 整 備 事 業 費 

－ 空港滑走路端安全区域（RESA）整備事業 － 

１ 事業概要 

  滑走路端安全区域（RESA）は、飛行機がアンダーシュートやオーバーラ

ンした場合などに、人命の安全と機体の損傷を軽減させるため、滑走路の両

端に設けられる区域である。 

現在、山形空港及び庄内空港の滑走路端安全区域（RESA）は建設当時の

基準である 40ｍ以上を満足しているが、平成 29 年の基準改正により原則

90ｍ以上となったことから、不足する分を延長し、航空機の離発着の安全を

確保するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業内容    
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担当部署 県土整備部空港港湾課 

空港担当 ０２３－６３０－２６２９ 
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 継 続  

コンクリート構造物のシナリオ設定の例

年 数

構
造
物
の
性
能

更新 更新

健全な状態

軽微な損傷
（供用上は問題なし）

重大な損傷
回復は困難

制限しながら供用

危険な状態
（供用不可）

長寿命化
経年的に劣化は進む・・・

従来管理
の更新時期

予防保全型管理
の更新時期

道路施設長寿命化対策事業費  
１ 事業概要 

 県が管理する橋梁､舗装､トンネル等の道路施設について、「傷んでから治す」維持管理か

ら「傷みが小さいうちから計画的に補修する」予防保全型の維持管理への移行を推進するこ

とで、県民生活の安全安心を確保しながら将来的な財政負担を抑制する。 

また、大地震による落橋等の防止対策として、既設橋梁の耐震補強を計画的に実施する。 

さらに、県並びに市町村管理橋梁の長寿命化対策を促進するため、県、市町村職員を対象

とした橋梁点検研修会を開催する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業内容 

（１）橋梁 （ 橋梁定期点検、補修計画策定、長寿命化対策工事、耐震補強工事 ） 

 

 

 

 

 

 
 

 （２）舗装 （ 長寿命化対策工事 ） 

 

 

 

 

  

 （３）トンネル （ トンネル詳細点検 、 長寿命化対策工事 ） 

 

 

 

 

 

道路保全課 道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ・市町村道担当 ℡: 023-630-2608 
道路整備課 橋梁舗装担当       ℡：023-630-2626 

これまで 

損傷が大きく 

なってから補修 

 

トータルコスト大 

これから 

損傷が小さいうちに 

計画的に補修 

 

トータルコスト小 

長寿命化対策工事 

塗膜劣化による錆→放置すると腐食 再塗装により長寿命化 

 小規模な損傷                    小規模な補修 

耐震補強 

トンネル詳細点検 

予防保全型管理 
傷みが小さいうちに計画的に対策 

傷みが顕在化 

してから対策 

 

県保有橋梁点検車による点検 
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道路施設長寿命化対策事業費 
～AI を活用した道路維持管理体制の構築～ 

 

１ 事業概要 

 路面を含む道路環境全体のデジタルデータ（３次元点群座標、360°連続カラー

画像等）を取得すると共にそれらデータについて AIを活用しながら図化や画像

解析することにより、危険箇所の抽出等を機械的に行えるか検証し、将来的には

維持管理業務や管理費用の軽減に繋げていく。 

 

２ 事業内容 

 県管理道路約 3,100km のうち緊急輸送道路 1,272km について、３年サイク

ルでデジタルデータの取得および AIを活用した解析を検証する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

場当たり的な 

対応 

リスクを把握した 

スマートな対応 

データ取得 

および解析 

専用機器による調査 

▲道路空間のデジタル図化 

◀画像解析 

新 規 

道路保全課 

 道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ・市町村道担当 

 ℡：023-630-2608 
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